


図書館には、施設見学で小学生
や幼稚園の子どもたちが来ます。
そんなときには、絵本を読んだり、
お話をしたりするのですが、先日
ある昔話を一日で、絵本で一回、
素語りで二回させていただきまし
た。その時のエピソードを紹介し
ます。
その昔話は、「やまなしもぎ」

というお話。読んだのは、『やま
なしもぎ』（平野直再話、太田大
八絵、福音館書店 1977年刊）
という絵本です。
内容は、お母さんと三人の兄弟

のお話で、病気のお母さんのため
に山に「やまなし」の実を取りに
行くお話なのですが、昔話の定石
どおり、一番目の太郎も二番目の
次郎も、沼のほとりの「やまな
し」の実を取ろうとするのですが、
沼のぬしに見つかって「げろり」
と飲み込まれてしまいます。そこ
で、三番目の三郎が登場します。
三郎は途中で出会ったおばあさん
の助言や「やまなし」の木が歌っ
てくれた歌のおかげで、実を取る
ことができ、沼のぬしも成敗して、
兄弟も助けます。そして、三人で
家に帰って母さんに「やまなし」
の実を食べてさせると、病気も
すっかり良くなって、めでたしめ
でたし。

あらすじにすると、こんな感じに
なってしまうのですが、聞いている
子どもたちは、途中に出てくる笹の
葉の鳴る音や、やまなしの木の歌の
助けもあって、おはなしの世界に取
り込まれて、真剣です。
太郎と次郎が次々に沼のぬしに

「げろり」と飲み込まれてしまうと、
隣のお母さんにくっついて目を伏せ
る子、じゅうたんに額をくっつけて
しまっている子、高学年と思われる
子は、頭を垂れて、聞いているのか
いないのか・・・。という混乱した
状況で、おはなしは進んでいきます。
そんな中、三郎が次々に困難を乗り
越えていくと、額は床から離れ、子
どもたちの伏せられていたたくさん
の目が、こちらを見てくれるように
なります。最後に、「それからはお
やこ四人、たのしく暮らしましたと
さ」とおはなしが終わると、会場に
ホッとした空気と、満足感が漂いま
す。語り手も大満足。これが、昔話
の力だなぁ。と痛感する次第です。
昔話の力を発揮させるには、どうも
文字で読むよりも、耳から聞くのが
良いようです。読んであげることで、
ぜひ大人も一緒に楽しんでください。
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個人的なことですが、８月上旬に新型コロナウイルス
に感染してしまいました。
夏のおはなし会に参加できなくなり、自分が担当する

演目ができなくなりました。道具を作り直し、シナリオ
をおこし、何度も練習し、みんなで作り上げた演目でした。
当日は急遽代わりの方から演じていただき、楽しい時間を届
けることができたと聞きホッとしました。
新型コロナウイルスが５類扱いとなり、やっと大きなおはな
し会ができるようになったというのに…。情けなくて、悔しく
て…。
でも、仲間から助けてもらいました。グループで活動してい
て本当に良かったと思いました。みんな本当にありがとう！元
気になったら自分も誰かを助けたい！
熱にうなされながら感謝の気持ちでいっぱいでした。
ウイルスの感染に限らず、生きていれば考えてもみなか
ったことが急に起こります。そんなアクシデントは大事な
ことに気づかせてくれるものだな～と思いました。


